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世
の
中
は
、
合
併
問
題
で
ゆ
れ
て
い
ま
す
。
僭
越

な
が
ら
、
私
の
心
も
ゆ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
球
フ
ァ
ン
と
は
い
え
な
い
私
も
、
球
史
上
初
め

て
行
わ
れ
た
「
ス
ト
」
の
重
大
さ
に
テ
レ
ビ
を
食
い

入
る
よ
う
に
見
入
っ
た
次
第
で
す
。
経
営
者
側
が
、

「
選
手
や
フ
ァ
ン
の
気
持
ち
を
考
え
て
い
な
い
」
と

報
ず
る
新
聞
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
年
度
に

向
け
て
明
る
い
展
望
と
な
り
、
ス
ト
は
一
度
だ
け
で

回
避
さ
れ
ま
し
た
が
、
事
の
起
こ
り
で
あ
る
合
併
は

実
施
さ
れ
、
一
球
団
は
消
滅
す
る
見
込
み
で
す
。

　

生
涯
一
球
団
を
誓
い
、
親
子
三
代
球
場
に
通
い
続

け
た
熱
烈
な
フ
ァ
ン
も
多
い
は
ず
で
す
。

　
「
何
故
？
」、「
本
当
に
そ
れ
し
か
な
い
の
か
」。
手

を
振
り
上
げ
、
声
を
か
ら
し
、
全
身
で
声
援
を
送
り

続
け
た
名
前
が
消
え
る
。
一
人
ひ
と
り
の
胸
に
去
来

す
る
も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

今
の
ま
ま
で
は
存
続
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

市
町
村
合
併
の
理
由
で
す
。
良
き
結
果
を
願
っ
て
、

決
定
に
至
っ
た
経
過
や
決
定
そ
の
も
の
の
是
非
に
つ

い
て
は
、
歴
史
の
検
証
に
ゆ
だ
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
消
え
去
る
運
命
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
言

葉
に
で
き
な
い
、
言
葉
に
し
な
い
寂
し
さ
や
悲
し
み

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
一
句「
猛
牛
の
消
え
去
る
姿
わ
が
身
な
り
」

津
久
井
町
社
協
事
務
局
長
補
佐　

両
角
美
雄
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「メチャメチャいい出会い」障害者地域作業所木曜クラブの援助者・山口菜実さん（左）は、１年半前何も知らずに作業所に入った。
素の自分を出すことで最初はぶつかったが、次第にその実直さが利用者に受け入れられ、「なみちゃん」と呼ばれた時はとても嬉し
かったという。「何故か分らないけど楽しくて、この仕事がすごく好きになりました。朝辛くてもここに来ると楽しいし笑って帰れ
ます。以前はなぜ避けていたのかと思えるくらい、メチャメチャいい出会いを感じてます」と笑顔で話す。（写真・文　菊地信夫）
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昨
年
度
の
相
談
実
績
か
ら

かながわ権利擁護相談センターの相談実績から
　「かながわ権利擁護相談センター・あしすと」（以下、

あしすと）は平成10年10月、介護保険制度がスタート

する一年前に開設されました。

　これまであしすとでは、障害者や高齢者の自己決定

の尊重を理念に権利擁護の相談を行ってきました。本

人の日常生活の中で起こりがちなトラブルや権利侵害

に対して、どのようにしていくのか、本人の自己決定

を基本に、問題の解決や生活の継続が行えるように支

援しています。

　今回の特集では、平成15年度権利擁護相談実績か

らの報告と、相談から見えてきた痴呆性高齢者を取り

巻く現状について考えてみたいと思います。

　

あ
し
す
と
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

に
対
す
る
権
利
擁
護
の
視
点
か
ら
、
相

談
員
と
弁
護
士
を
中
心
に
、
時
に
は
地

域
の
支
援
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

専
門
的
な
相
談
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

昨
年
度
の
相
談
実
績
（
専
門
相
談
総

数
一
、
三
百
五
十
六
件
）
を
見
る
と
、

財
産
関
係
に
関
す
る
相
談
が
最
も
多
く

（
五
三
・
二
％
）、
次
い
で
人
間
関
係

（
一
七
・
九
％
）・
施
設
等
処
遇（
一
二
・
六

％
）・
労
働
関
係
（
四
・
一
％
）・
そ
の

他
（
一
二
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
産
関
係
の
相
談
は
、
財
産

侵
害
や
金
融
消
費
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
弁
護

士
の
助
言
が
必
要
と
さ
れ
、
法
律
相
談

に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

相
談
対
象
者
は
、
障
害
者
関
係
が
全

体
の
約
六
割
（
五
八
・
四
％
）
を
占
め
、

内
訳
は
、
精
神
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

身
体
障
害
者
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
と
身
体
障
害
者
は
、
障
害

者
本
人
か
ら
の
相
談
が
多
く
、
知
的
障

害
者
は
、
本
人
以
外
の
親
・
兄
弟
、
施

設
か
ら
の
相
談
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

高
齢
者
関
係
は
約
四
割
（
四
一
・
七

％
）
で
、
痴
呆
性
高
齢
者
に
関
す
る
相

談
が
最
も
多
く
、
主
に
子
供
・
親
族
・

配
偶
者
か
ら
の
相
談
が
多
く
あ
る
ほ

か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
い
っ
た
支
援
者
、
福
祉
事
務
所

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機

関
な
ど
か
ら
の
相
談
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
の
高
齢
者
の
場
合
は
、
ご
本
人
か

ら
の
相
談
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
障
害
者
・
高
齢
者
に

限
ら
ず
、
全
体
的
に
年
々
複
雑
化
し
て

き
て
お
り
、
相
談
対
象
と
な
る
本
人
を

取
り
巻
く
家
族
そ
の
も
の
が
問
題
を
抱

え
て
い
る
場
合
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま

す
。
相
談
さ
れ
る
内
容
よ
り
も
、
そ
の

背
景
に
主
た
る
問
題
が
あ
る
こ
と
も
多

く
、
相
談
開
始
か
ら
終
結
ま
で
の
期
間

が
長
期
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

潜
在
化
す
る
ニ
ー
ズ
の
発
掘

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
寝
た
き
り

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
が
、
他
と
比
較

し
て
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

本
人
に
必
要
な
情
報
が
届
い
て
い
な
か

っ
た
り
、
電
話
を
か
け
る
と
い
う
行
為

自
体
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
予
測
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
潜
在
化
し
て
い
る

問
題
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
の

課
題
と
言
え
ま
す
。

　

福
祉
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
自
ら
情
報

を
集
め
て
選
択
し
、
決
定
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
何
ら
か
の
理
由
で
判
断
能

力
が
低
下
し
て
い
る
方
は
、
こ
の
決
定

に
至
る
ま
で
の
行
為
が
十
分
に
行
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日

常
生
活
の
中
で
様
々
な
問
題
に
直
面
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

権
利
侵
害
を
本
人
が
認
識
で
き
ず
、

訴
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
に
お
か

れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
事
態
が
よ
り

深
刻
と
な
っ
て
か
ら
相
談
に
至
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
の
意

思
を
尊
重
し
た
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

痴
呆
性
高
齢
者
を
取
り
巻
く
現
状

　

国
の
試
算
で
は
、
我
が
国
の
高
齢
者

人
口
の
急
増
に
伴
い
、
痴
呆
性
高
齢
者

も
確
実
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

平成15年度相談対象者の状況

合 計高齢者
その他

虚　弱
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て
お
り
、
財
産
管
理
だ
け
で
な
く
、
介

護
を
取
り
巻
く
問
題
が
、
今
以
上
に
深

刻
な
状
況
に
陥
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

在
宅
介
護
で
は
、
家
族
な
ど
介
護
者

が
介
護
に
追
い
つ
め
ら
れ
虐
待
す
る
状

況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
も
密
室
で

あ
る
た
め
、
問
題
が
表
面
化
し
た
時
に

は
非
常
に
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
っ
た
り
、
年
金
や
預
貯
金
が

本
人
の
た
め
で
は
な
く
、
家
族
が
勝
手

に
本
人
の
了
解
な
く
使
っ
て
し
ま
う
な

ど
の
財
産
侵
害
の
問
題
も
起
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
介
護
と
親

の
預
貯
金
の
使
い
道
を
巡
り
、
本
人
の

生
前
か
ら
相
続
争
い
に
つ
な
が
る
よ
う

な
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
悪
質
な
業
者
に
よ
る
様
々

な
手
法
の
訪
問
販
売
な
ど
で
、
日
常
生

活
に
必
要
の
な
い
高
価
な
製
品
の
売
買

契
約
を
し
て
し
ま
う
な
ど
、
消
費
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
相
談
や
、
生
活
苦
を
理

由
に
消
費
者
金
融
か
ら
現
金
を
借
り
、

自
己
破
産
寸
前
と
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
、

常
に
危
険
な
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

施
設
介
護
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
国

が
定
め
た
特
養
の
施
設
運
営
基
準
で
、

原
則
禁
止
に
さ
れ
て
い
る
身
体
拘
束
に

つ
い
て
、
痴
呆
症
状
の
あ
る
高
齢
者
の

徘
徊
な
ど
を
抑
止
す
る
た
め
に
居
室
に

閉
じ
込
め
た
り
、
転
倒
を
防
ぐ
た
め

に
、
車
い
す
等
に
ベ
ル
ト
で
固
定
す
る

な
ど
の
拘
束
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
事

件
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
で

は
、
利
用
者
の
通
帳
と
印
鑑
の
管
理
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
親
族
か
ら
の
申
出

が
あ
っ
た
と
し
て
、
本
人
意
思
の
確
認

が
さ
れ
な
い
ま
ま
寄
付
金
が
引
き
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
問
題
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の

よ
う
な
実
態
は
ま
だ
ま
だ
潜
在
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

支
援
者
と
し
て
考
え
る

　

福
祉
・
医
療
・
保
健
・
地
域
の
住
民

な
ど
、
身
近
な
支
援
者
の
多
く
が
、
痴

呆
性
高
齢
者
な
ど
、
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
た
ち
に
対
す
る
権
利
侵
害
の
事

実
を
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
る
の

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
黙
視
し
た

り
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
加
害
者
に

な
っ
て
い
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
自
己
決
定

を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
残
存
能
力
を

活
用
（
自
立
支
援
）
し
て
い
く
こ
と
は
、

介
護
保
険
制
度
や
成
年
後
見
制
度
の
理

念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
多
く
は
判
断
能
力
が
低
下
し
、
自

ら
の
意
思
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
難

し
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
た
め
、
本
人

の
残
存
能
力
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

物
事
を
分
か
り
や
す
く
よ
り
丁
寧
に
説

明
し
た
上
で
、
本
人
の
意
思
を
引
き
出

す
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
時
間
が

「
特
別
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す

　

あ
し
す
と
で
は
例
年
、
遠
方
の
方
々

や
平
日
時
間
が
取
り
に
く
い
ご
本
人
や

家
族
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
で
き
る
よ

う
、「
特
別
相
談
会
」
を
県
内
各
地
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
平
成
十

七
年
一
月
二
十
九
日
に
南
足
柄
市
で
開

催
し
ま
す
。
福
祉
に
詳
し
い
相
談
員
と

弁
護
士
が
、
無
料
で
様
々
な
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
に
先
駆
け
、
南
足
柄
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
十
二
月
二
日

に
、
福
祉
関
係
者
等
を
対
象
に
し
た
講

演
会
を
実
施
し
ま
す
。講
演
は
、
重
度

の
痴
呆
症
状
な
ど
が
あ
る
場
合
や
、
本

人
の
判
断
能
力
が
衰
え
て
い
る
方
へ
の

支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
成
年
後
見
制

度
」
と
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」

に
つ
い
て
そ
の
違
い
や
、「
権
利
」
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
弁
護
士
の
方
に
分

か
り
や
す
く
ご
紹
介
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
よ
り
一
層
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
、南
足
柄
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
０
４
６
５－
　

－

２
１
０
９
ま
で
）

７２

求
め
ら
れ
る
重
層
的
な
支
援

　

権
利
擁
護
に
関
し
て
の
地
域
で
の
仕

組
み
づ
く
り
は
、
ま
だ
十
分
に
整
備
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

地
域
で
の
様
々
な
権
利
侵
害
を
予
防

し
、
安
心
し
た
生
活
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
重
層
的
な
支
援
体
制
整
備
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度

見
直
し
の
中
で
も
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
総
合
相
談
窓
口
機

能
の
一
つ
に
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
取

り
組
み
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

適
時
適
切
に
担
い
な
が
ら
連
携
し
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が

喫
緊
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
、
あ
し
す
と
が
相
談
の
中
で
培
っ

て
き
た
手
法
を
生
か
し
て
、
今
後
の
事

業
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
あ
し
す
と
）

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

権利擁護「特別相談会」のお知らせ
　専門知識を有する相談員や弁護士が、個別に相談に応
じます（秘密厳守）。　※相談料は無料です
【日時】平成１７年１月２９日（土）　１０時～１７時
【会場】りんどう会館（南足柄市関本４０３－２）
【対象】痴呆などで日常生活に不安の
　　　　ある高齢者や障害のある方
　　　　（家族や関係者からの相談も可）

　＜問合せ＞かながわ権利擁護相談センター（あしすと）
　　　　　　�045－312－1121㈹（内線3553）
　　　　　　FAX045－322－3559

か
か
る
支
援
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
認
識
を
持
っ

て
支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
長
野
大
会
に
向
け
ト
ー
チ
ラ
ン
ス
タ
ー
ト
！

　

平
成
十
七
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
月
五
日
ま

で
、
世
界
八
十
カ
国
、
二
千
五
百
人
の
ア
ス
リ
ー
ト

が
参
加
す
る
、「
第
八
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
冬
季
世
界
大
会
」が
長
野
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
、
知
的
に
障
害

の
あ
る
方
々
の
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。

故
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
妹
、ユ
ニ
ス
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー

夫
人
が
、
知
的
に
障
害
の
あ
る
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
の

機
会
を
提
供
し
た
い
と
、
自
宅
の
庭
を
開
放
し
て
始

め
た
デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
が
そ
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
、四

年
に
一
度
、
夏
季
と
冬
季
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
両
季
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
で
初
の
開
催
と
な

る
本
大
会
を
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
現
在
全
国
各
地
で
「
ト
ー
チ
ラ
ン
」（
聖
火

リ
レ
ー
）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
で
も
、
十

月
二
日
、
ト
ー
チ
ラ
ン
の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る
式
典

が
、
Ｊ
Ｒ
新
横
浜
駅
前
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本

理
事
長
で
、「　

万
人
ト
ー
チ
ラ
ン
」
委
員
会
委
員
長

５００

で
も
あ
る
細
川
佳
代
子
氏
が
、「
日
本
は
世
界
屈
指

の
先
進
国
で
あ
る
に
も
関
ら
ず
、
障
害
の
あ
る
方
々

へ
の
理
解

や
支
援

は
、
世
界

の
ど
の
国

よ
り
も
遅

れ
て
い
る

と
感
じ
て

い
ま
す
。

心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー

を
広
め
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
わ
が
国
の
大
会
発
祥
の
地
、
熊
本
県
の
阿

蘇
山
で
採
火
さ
れ
た
聖
火
が
第
一
走
者
に
手
渡
さ
れ

る
と
、
大
会
参
加
選
手
な
ど
五
人
が
、
横
浜
市
港
北

区
の
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
ま
で
の
約
二
・
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

本
県
の
ト
ー
チ
ラ
ン
は
、
今
後
、
週
末
を
中
心
に

十
地
域
で
開
催
さ
れ
た
後
、
開
催
地
の
長
野
県
に
運

ば
れ
ま
す
。全
国
か
ら
集
ま
っ
た
聖
火
は
、ギ
リ
シ
ャ

の
ア
テ
ネ
か
ら
世
界
各
国
の
警
察
官
や
消
防
士
ら
が

運
ん
で
き
た
、「
国
際
法
執
行
者
ト
ー
チ
ラ
ン
」
の
灯

と
一
体
と
な
り
、
八
日
間
の
熱
戦
を
照
ら
し
ま
す
。

◆
神
奈
川
ト
ー
チ
ラ
ン
実
行
委
員
会（
Ｓ
Ｏ
Ｎ
神
奈
川
事
務
局
内
）

�　

－

　

－

３
２
５
５

０４５

２２２

痴
呆
を
映
像
と
音
声
で
体
験
す
る
講
習
会
開
催

　

�
長
寿
社
会
文
化
協
会
が
、
平
成
十
四
年
か
ら
開

発
を
進
め
て
き
た
、「
痴
呆
高
齢
者
擬
似
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
た
痴
呆
予
防
講
習
会
が
、
十
月

六
日
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

（
写
真
）
か
ら
発
せ
ら
れ
る
映
像
と
音
声
に
よ
り
、

痴
呆
の
軽
度
か
ら
重
度
に
至
る
過
程
で
起
こ
り
や
す

な
角
度
か
ら
、痴
呆
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

体
験
者
か
ら
は
、「
記
憶
を
欠
い
て
し
ま
い
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
。
不
安
で
困
っ
て
し
ま

っ
た
結
果
、
様
々
な
行
動
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
理
解
で
き
た
」
な
ど
、
痴
呆
の
印
象
が
変
わ
っ

た
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
た
ほ
か
、「
穏
や
か
に
暮

ら
す
こ
と
で
き
る
環
境
を
整
え
、
理
解
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
痴
呆
介
護
の

課
題
を
示
唆
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
後
、
体
験
者
か
ら
の
意
見
を
参

考
に
改
良
が
進
め
ら
れ
、
よ
り
良
い
介
護
の
普
及
や

介
護
予
防
に
活
用
さ
れ
て
い
く
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

◆ 
Ｗ  
Ａ  
Ｃ 
・ 
Ｋ  
Ａ 
（
代
表
・
秋
丸
照
雄
）

ワ 

ッ 

ク 

ケ
ー 
エ
ー

�　

－

　

－

５
６
７
６

０４４

８１１

い「
ト
イ
レ
探
し
」を
体

験
す
る
も
の
。
痴
呆
の

イ
メ
ー
ジ
や
人
の
尊
厳

を
損
な
わ
な
い
よ
う
配

慮
さ
れ
た
内
容
か
ら
、

高
齢
者
の
身
体
や
精
神

の
状
態
を
体
験
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
環
境
へ

の
配
慮
や
周
囲
の
対
応

の
あ
り
方
な
ど
、
様
々

550000万万人人トトーーチチラランンをを応応援援ししててくくだだささいい !!
　この活動は、ボランティアの皆さんとサポーターの方々の
寄付により支えられています。是非ご協力をお願いします。

Ｔシャツ
１，５００円

男女兼用サイズ
（S・M・L・LL）

ステッカー
５００円

バッジ
ゴールドサポーター
（１口１０，０００円以上）
シルバーサポーター
（１口５，０００円）

※
赤
・
黒
・
白
の
３
色

横浜Ｆ・マリノスの岡田監督も応援にかけつ
け、県内初のトーチが点火台にともされた

痴呆高齢者の目線や行動を疑似体験
する参加者の方々
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―
理
解
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
―

　

私
は
鍼
灸
師
と
し
て
、
こ
の
春
か
ら

街
の
治
療
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

来
院
さ
れ
る
多
く
は
高
齢
者
の
方
で
、

腰
や
肩
の
不
調
を
訴
え
ら
れ
ま
す
。
加

齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
衰
え
も
原
因
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お

話
を
伺
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
以
外
の
原

因
で
、
体
に
不
調
を
き
た
し
て
い
る
方

が
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

　

そ
の
原
因
と
は
、「
介
護
」
で
す
。
自

身
が
高
齢
に
も
関
ら
ず
、
家
族
の
介
護

を
し
て
い
る
人
が
多
く
い
る
の
で
す
。

中
に
は
「
こ
の
方
が
？
」
と
び
っ
く
り

す
る
位
、
年
齢
の
高
い
方
も
い
ま
す
。

　

あ
る
男
性
は
、
毎
日
の
よ
う
に
来
院

さ
れ
、「
昨
日
も
一
晩
中
、
ば
あ
さ
ん
の

オ
ム
ツ
を
取
り
替
え
て
い
た
か
ら
眠
れ

な
か
っ
た
。
目
ま
い
が
し
て
腰
が
痛
い

よ
」
と
こ
ぼ
し
て
帰
り
ま
す
。
他
の
方

も
、
し
ん
ど
い
身
体
を
お
し
て
介
護
す

る
の
は
辛
い
と
訴
え
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
も
始
ま
り
、
地
域
の

中
に
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ

て
き
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
利
用
さ

れ
な
い
の
か
。
そ
う
疑
問
に
思
っ
た
私

は
、
皆
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

す
る
と
、「
制
度
の
内
容
が
理
解
で

き
な
い
」、「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

の
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
情
報
が
十

分
で
な
い
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
利
用
方
法
が
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
。
ま
た
、「
自
分
た
ち
で
何

と
か
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
は
面
倒
を
診

た
い
」、「
他
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な

い
」
な
ど
、
家
庭
の
問
題
は
家
族
が
担

う
も
の
と
い
う
慣
習
が
、
依
然
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

一
見
介
護
に
対
し
て
十
分
な
シ
ス
テ

ム
が
整
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
日
本

で
す
が
、
そ
の
目
的
や
し
く
み
を
繰
り

返
し
発
信
し
て
、
地
域
の
方
々
の
理
解

を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
サ

ー
ビ
ス
が
増
え
て
も
、
そ
の
機
能
を
発

揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
医
療
・
福
祉
に
携
わ
る
者

の
、大
き
な
課
題
の
一
つ
と
感
じ
ま
す
。

（
ウ
メ
ツ
ユ
キ
オ
）
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　平成１５年度税制改正により消費税法の一部が改正され、平成１６年４月１日から施行されています。
　このうち事業者免税点制度と簡易課税制度の改正のポイントは、次のとおりです。

○　事業者免税点の引下げ（改正前3，000万円→改正後1，000万円）
　◇この改正は、平成１６年４月１日以後開始する課税期間から適用されています。
　◇したがって、個人事業者については平成１７年分から適用され、平成１７年分は、基準期間である平成１５年分の

課税売上高が１，０００万円を超えている場合には、納税義務が生じます。
　◇また、事業年度が１年である法人については平成１７年３月末決算分から適用され、例えば３月末決算法人の

平成１７年３月期（H１６．４～１７．３）は、基準期間である平成１５年３月期（H１４．４～１５．３）の課税売上高が１，０００
万円を超えている場合には、納税義務が生じます。

○　簡易課税制度の適用上限の引下げ（改正前２億円→改正後5，000万円）
　◇この改正は、平成１６年４月１日以後開始する課税期間から適用されています。
　◇したがって、個人事業者については平成１７年分から適用され、平成１７年分は、基準期間である平成１５年分の

課税売上高が５，０００万円を超えている場合には、簡易課税制度を適用することはできません。
　◇また、事業年度が１年である法人については平成１７年３月末決算分から適用され、例えば９月末決算法人の

平成１７年９月期（H１６．１０～１７．９）は、基準期間である平成１５年９月期（H１４．１０～１５．９）の課税売上高が５，０００
万円を超えている場合には、簡易課税制度を適用することはできません。

○　総額表示（税込価格表示）の義務付け
　◇この改正は、平成１６年４月１日からすべての課税事業者に適用されています。

　　詳しくは、東京国税局ホームページ（http://www.tokyo.nta.go.jp）をご覧いただくか、お近くの税務
署または税務相談室にお尋ねください。

�
�
�

�
�
�

     



（６）第６３６号　福祉タイムズ　２００４．１１．１５　第三種郵便物認可

県
社
協
の�

　

去
る
十
月
二
十
一
日
、「
第
五
十
三
回
神
奈
川
県

社
会
福
祉
大
会
」
を
県
内
社
会
福
祉
関
係
者
約
千
名

の
参
加
の
も
と
、
県
立
音
楽
堂
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
台
風
二
十
三
号
の
影
響
が
残
り
天

候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、第
二
部
開
始
の
頃
に
は
、

秋
の
好
天
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記

念
講
演
は
、
食

文
化
史
研
究
家

で
綜
合
長
寿
食

研
究
所
所
長
の

永
山
久
夫
さ
ん

を
お
招
き
し
、

「
元
気
に
長
生

き
す
る
た
め
の

『　

歳
食
入

１００
門
』」と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
永
山
さ

ん
は
終
始
楽
し
く
お
話
を
運
ば
れ
な
が
ら
、
お
米
や

お
茶
、
大
豆
（
特
に
納
豆
）
と
野
菜
、
魚
を
食
べ
る

こ
と
。
そ
し
て
よ
く
笑
い
、
明
る
く
生
き
る
こ
と
が

老
化
や
病
気
を
予
防
し
元
気
に
長
生
き
す
る
秘
訣
と

話
さ
れ
、
最
後
に
は
、
会
場
中
で
大
き
な
声
で
笑
い

合
い
、
講
演
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
ご

臨
席
い
た
だ
く
中
、
県
内
福
祉
の
向
上
に
長
年
に
渡

り
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰
、
感
謝
の
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
内
訳
は
、
県
介
護
賞
（
九
人
）、
社
会
福

祉
関
係
者
知
事
表
彰
（
六
十
四
人
、
十
六
団
体
）、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
知
事
表
彰
（
三
人
）、
共
同
募
金
運
動

功
労
者
知
事
表
彰
（
三
十
三
人
、
七
団
体
）、
県
民
生

委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰
（
五
人
）、
県
社
協

会
長
表
彰
（
六
百
七
人
、
九
十
七
団
体
）、
県
社
協
会

長
感
謝
（
三
百
五
十
七
人
、
十
団
体
）、
県
共
同
募
金

会
会
長
感
謝
（
個
人
百
四
十
六
人
、
団
体
二
十
三
団

体
、
委
嘱
職
員
二
十
四
人
）
で
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
で
挨
拶
し
た
赤
井
英
子
さ
ん
（
富
士

見
保
育
園
園
長
）
は
、「
受
賞
を
新
し
い
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
こ
の
感
激
を
忘
れ
ず
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

健
康
で
明
る
い「
福
祉
社
会
か
な
が
わ
」へ

－

「
第
五
十
三
回
県
社
会
福
祉
大
会
」を
開
催－

福
祉
用
具
を
身
近
に
感
じ
て
み
よ
う
！

－
「
福
祉
用
具
の
日
」記
念
イ
ベ
ン
ト
か
ら－

　

毎
年
十
月
一
日
は
、
平
成
五
年
に
制
定
さ
れ
た

「
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
の
施
行
に
ち
な
ん
で
、
福
祉
用
具
を
適
切

に
普
及
し
て
い
こ
う
と
定
め
ら
れ
た
、「
福
祉
用
具

の
日
」
で
す
。
本
会
か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー

で
も
、
よ
り
「
福
祉
用
具
」
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
、
去
る
十
月
九
日
、
か
な
が
わ
県
民

セ
ン
タ
ー
で
「『
福
祉
用
具
の
日
』
記
念
イ
ベ
ン
ト　
in

か
な
が
わ
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
主
催：
本
会
、
�

日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会
南
関
東
支
部
神
奈
川
県
ブ

ロ
ッ
ク
）。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
大
型
台
風
が
本
県
に
接
近
し

て
お
り
、
開
催
地
の
横
浜
市
も
大
荒
れ
の
天
気
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
福
祉
用
具
の
研
究
家
・
市
川
洌
氏
に

よ
る
、
福
祉
用
具
を
使
っ
た
移
乗
方
法
に
つ
い
て
、

実
演
を
交
え
な
が
ら
学

び
ま
し
た
。

　

午
後
は
、親
し
み
や

す
い
人
柄
で
人
気
の
、

タ
レ
ン
ト
・
藤
村
俊
二

氏
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
忙
し
い
時

で
も
、
閃
い
た
「
ち
ょ

っ
と
い
い
言
葉
」
を
、

必
ず
メ
モ
に
と
っ
て
か

ら
一
日
を
終
え
る
と
話

す
藤
村
さ
ん
。
講
演
の

中
で
も
、
と
っ
て
お
き
の
「
言
葉
」
の
数
々
を
ご
披

露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
大
病
を
乗
り

越
え
て
こ
ら
れ
た
体
験
談
な
ど
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

じ
え
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、「
元
気
・
勇
気
・
陽
気
が
い
く
つ
も
の
波

を
日
々
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
、
三
つ
の
『
き
』。

で
も
そ
の
三
つ
で
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
時
に
出
て
く
る
四
つ
め
の
『
き
』
は
、

『
時
』
な
ん
で
す
よ
」
と
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
、
来
場
者
が
参
加
す
る
お
楽

し
み
抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の

バ
ッ
ク
が
あ
た
っ
た
幸
運
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
な

ど
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
福
祉
用
具
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
催
し
や
講
習
会
を
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
普
及
課
）

お茶や納豆など親しみやすい食材の成分を紹介しながら、
元気に過ごすための良い摂取方法等を説明する永山さん

福祉用具研究の第１人者である市川さんから、福祉用具を効
果的に活用した移乗の方法についてご紹介いただきました
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　９月25日に県社会福祉会館で開催しました、「第１回
かながわシニア活動交流シンポジウム～地域で創る　生
き活きセカンドライフ・チャンス（機会）・チャレンジ
（挑戦）・クリエーション（創造）」の様子をご紹介いた
します。

�

る
九
月
二
十
五
日
、
県
社
会
福

祉
会
館
で
「
第
一
回
か
な
が
わ

シ
ニ
ア
活
動
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
本
紙
九
月
号
で
ご
案

内
し
た
通
り
「
地
域
で
創
る　

生
き
活

き
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
〜
チ
ャ
ン
ス
（
機

会
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
挑
戦
）
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
創
造
）」
を
テ
ー
マ
に
、
定
年

退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
、
い
か

に
充
実
し
た
も
の
で
楽
し
い
も
の
に
す

る
か
に
つ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始

め
と
し
た
様
々
な
企
画
を
通
し
て
考
え

る
も
の
で
す
。

�

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
定
年
退
職
後

に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
シ
ニ

ア
グ
ル
ー
プ
の
事
例
を
も
と
に
、
今
回

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
青
葉
Ｏ
Ｂ

サ
ロ
ン
の
増
山
利
夫
さ
ん
の
進
行
に
よ

り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
の
�
ｅ－

Ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｍ
ａ

の
磯
部
裕
三
さ
ん
、
じ
ゃ
お
ク
ラ
ブ
の

率
川
清
昭
さ
ん
、
か
な
が
わ
男
性
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
藤
田
尚
志
さ
ん
、

神
奈
川
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
田
畑

稔
さ
ん
ら
が
、
自
身
の
体
験
を
通
し

て
、
ど
の
よ
う
に
会
社
人
間
か
ら
地
域

人
間
に
変
身
し
た
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
じ
く
パ
ネ
ラ
ー
の
神
奈
川
健
康

生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議

去シ

会
の
阿
部
伊
代
子
さ
ん
か
ら
は
、
妻
の

立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
夫
を
支
援
し
た

か
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
田
畑
さ
ん
の
発
表
に
よ
る
、
本
年
実

施
し
た
「
シ
ニ
ア
世
代
の
実
態
調
査
＆

生
き
が
い
調
査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
は
、
シ
ニ
ア
世
代
が
考
え
る
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
各
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
い
き
い
き
と
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
送
る
た
め
に
、「
と
に
か
く
行
動
す

る
こ
と
が
第
一
」、「
会
社
の
肩
書
き
を

捨
て
る
こ
と
」、「
日
々
の
生
活
で
家
族

を
頼
ら
ず
自
立
を
心
が
け
る
こ
と
」
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
参
加
者
か

ら
も
「
自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
分
か
っ
た
」、「
定
年
後
が
自

分
の
本
当
の
人
生
で
は
な
い
か
と
い

う
、
追
い
求
め
て
行
く
キ
ー
ワ
ー
ド
を

掴
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

�

後
は「
地
域
で
自
分
を
活
か
す
・

第
ニ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
つ
く

り
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
㈱
自
分
楽

研
究
所
の
崎
山
み
ゆ
き
さ
ん
を
講
師
に

招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

仕
事
や
趣
味
を
通
じ
て
得
た
知
識
や
技

術
と
い
う
財
産
を
、
地
域
の
中
で
活
用

し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
自
分

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
。
そ
の
方
法
の

一
つ
と
し
て
、
第
二
の
履
歴
書
づ
く
り

に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
も
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

�

に
も
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
や
、
健

康
度
・
元
気
度
を
測
定
す
る
健
康
チ
ェ

ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
余
暇
診
断
コ
ー
ナ
ー
、
年
金
を

は
じ
め
と
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
耳
栓
や
特
殊
眼
鏡
・
手
足
に

重
り
を
装
着
し
て
高
齢
者
に
な
っ
た
時

の
身
体
機
能
の
低
下
や
心
理
変
化
を
擬

似
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
催
さ

れ
、
多
く
の
方
々
が
、
地
域
に
根
付
い

た
活
動
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

午他

シンポジウムではパネラーの皆さんの失敗談や成功例などを通じ、
地域の中で活動を作っていくことの大切さについて語り合いました

がむしゃらに働いてきた自分が、第2のがむしゃらに働いてきた自分が、第 2 の
人生のヒントを見つけることができた人生のヒントを見つけることができた　
がむしゃらに働いてきた自分が、第2のがむしゃらに働いてきた自分が、第 2 の
人生のヒントを見つけることができた人生のヒントを見つけることができた　
がむしゃらに働いてきた自分が、第 2 の
人生のヒントを見つけることができた　
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書

資　
　

料

「チャレンジ・サイト」のホームページをご紹介します
　男女共同参画社会の実現に向け、女性のチャレンジを支援
する内閣府のサイト。女性が再就職や起業、キャリアアッ
プ、ＮＰＯ活動など、様々な分野の活動に挑戦するために、
育児や介護との両立に必要な情報を効率的に入手できるよ
う、各種支援機関に関する情報や、女性を応援している個人
や団体の活動事例などが紹介されています。 http://www.gender.go.jp/e-challenge/

「プロカウンセラーの聞
く技術」
東山紘久　著

城山町民生委員児童委員協議会
会長　細川　満

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

くことが仕事だ。その立場から、聞く技
術を習得していれば、大切な人との人間
関係が構築でき、信頼感を得ることが可
能だと説く。
　私たちも地域の人の悩みごとを聞いた
り、相談に応じる機会が多い。その中で、
特に相談者との信頼関係をどう築くかが

　著者は臨床心理士で
ある。プロのカウンセ
ラーとして人の話を聞

大きな課題になってい
る。この本は、そんな課
題にもズバリ答えてく
れる。第１項の「聞き
上手は話さない」から
第３１項の「沈黙と間の
効用」まで。どこを開い
ても「なるほど、そうだ
ったのか」と、納得する
こと請け合いである。

２０００年刊、創元社
定価１，４７０円（税込）

�

★
成
年
後
見
制
度
利
用
の
手

引
き
（
ぱ
あ
と
な
あ
神
奈
川 
神
奈
川
県
社
会

福
祉
士
会
）

成
年
後
見
制
度
の
利
用
や
法
定
後
見
制
度
、

任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
紹
介
、
さ
ら

に
、
公
正
証
書
作
成
等
に
か
か
る
費
用
等
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。

�

★
介
護
ス
ト
レ
ス
解
消

法
〜
介
護
保
険
後
の
戸
惑
う
現
場
へ
（
堀
之

内
高
久
、
中
央
法
規
）

介
護
に
携
わ
る
人
が
、
ス
ト
レ
ス
と
ど
う
向

き
合
い
、
克
服
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い

う
方
法
に
つ
い
て
、
多
く
の
具
体
例
を
示
し

な
が
ら
述
べ
た
一
冊
。

★
は
じ
め
て
の
精
神
科
〜
援
助
者
必
携
（
春
日

武
彦
、
医
学
書
院
）

★
５
分
で
で
き
る
口
腔
ケ
ア
〜
介
護
の
た
め
の

普
及
型
口
腔
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
角
保
徳
・
植
松

宏
、
医
歯
薬
出
版
）

★
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
医
療
知
識
〜
生
活
障
害

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
（
ケ
ア
マ
ネ
ッ
ト
ふ
じ
の

く
に
、
中
央
法
規
）

★
保
育
園
の
園
内
研
修
（
清
水
玲
子
、
筒
井
書

房
）

★
介
護
保
険
制
度
入
門
〜
成
立
の
背
景
・
法
の

し
く
み
・
制
度
の
見
直
し
（
長
谷
憲
明
、
瀬
谷

出
版
）

★
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
父
〜
ハ
ワ
ー

ド
・
ラ
ス
ク
自
叙
伝
（
ハ
ワ
ー
ド
・
ラ
ス
ク
、

石
沢
英
司
、
筒
井
書
房
）

★
介
護
福
祉
士
試
験
の
在
り
方
等
介
護
福
祉
士

の
質
の
向
上
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
（
厚
生

労
働
省
）

★
入
所
施
設
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
す
痴

呆
性
高
齢
者
・
知
的
障
害
者
の
金
銭
管
理
と
権

利
擁
護
に
関
す
る
調
査
研
究
（
独
立
行
政
法
人

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

★
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
〜
横
浜
市

地
域
福
祉
計
画
（
全
市
計
画
）（
横
浜
市
）

★
横
浜
市
福
祉
調
整
委
員
会
〜
平
成　

年
度
運

15

営
状
況
報
告
書
（
横
浜
市
福
祉
調
整
委
員
会
）

★
子
ど
も
の
虐
待
予
防
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
活
用
の
手
引
き
（
第
２
版
）（
東
京
都
南
多

摩
保
健
所
）

★
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事
者
雇
用

実
態
調
査
報
告
書
（
北
海
道
社
協
）

★
提
供
済
み
自
助
具
の
デ
ー
タ
分
析
及
び
実
態

調
査
（
大
肢
協 
自
助
具
の
部
屋
）

★
あ
ー
す
フ
ェ
ス
タ
か
な
が
わ
２
０
０
４
〜
み

ん
な
で
育
て
る
多
文
化
共
生（
同
実
行
委
員
会
）
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日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
社
会
福
祉
助
成
事
業

◇
対
象
活
動
＝
①
研
修
事
業
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
や
専
門
知
識
、
技
能
の
習
得
等
を
テ

ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
る
集
合
研
修
事
業
、
福

祉
施
設
職
員
等
が
幅
広
い
視
野
と
専
門
性
を
持

っ
て
支
援
業
務
に
携
わ
る
た
め
に
、
他
施
設
・

団
体
な
ど
で
一
定
期
間
実
習
す
る
派
遣
研
修
事

業
）、
②
研
究
事
業
（
社
会
福
祉
関
係
者
の
専
門

性
の
向
上
、
現
任
訓
練
の
方
法
や
体
系
、
ま
た

就
労
、
福
利
厚
生
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
調
査

研
修
事
業
、
各
福
祉
分
野
の
先
駆
性
の
あ
る
事

業
の
実
践
を
通
し
て
行
わ
れ
る
成
果
、
課
題
の

ま
と
め
な
ど
の
実
践
研
究
事
業
）

◇
対
象
団
体
＝
社
会
福
祉
事
業
や
施
設
運
営
、

福
祉
活
動
等
を
目
的
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
、

福
祉
施
設
、
民
間
団
体
、
グ
ル
ー
プ
（
法
人
格

の
有
無
は
問
わ
ず
。
営
利
団
体
、
個
人
は
不
可
）

◇
助
成
額
＝
事
業
全
体
の　

％
以
内
で
、
①
は

８０

　

万
円
、
②
の
調
査
研
究
事
業
は　

万
円
、
実

５０

１００

践
研
究
事
業
は　

万
円
を
上
限

５０

◇
〆
切
り
＝　

月　

日
�　

当
日
消
印
有
効

１２

１０

◇
問
合
せ
＝
�
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会

�　

－

３
８
４
６－

２
１
７
２

０３

　
　

－

３
８
４
６－

２
１
８
５

FAX
０３

コ
ン
サ
ー
ト「
姫
由
美
子
と
素
敵
な
仲
間
た
ち
」

◇
内
容
＝
が
ん
に
よ
る
疼
痛
を
始
め
、
様
々
な

症
状
で
苦
し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
の
症
状
を
和

ら
げ
、
ケ
ア
を
行
う
ホ
ス
ピ
ス
を
支
援
す
る
た

め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す

◇
出
演
＝
日
野
原
重
明
（
聖
路
加
国
際
病
院
理

事
長
）、
姫
由
美
子
、
鳳
蘭
、
笹
潤
子
（
元
宝
塚

歌
劇
団
）

◇
日
時
＝　

月　

日
�　

時
開
演

１１

２８

１８

◇
会
場
＝
横
須
賀
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
＝
Ｓ
Ｓ
６
千
円
、
Ｓ
５
千
円
、
Ａ
４

千
円
（
全
席
指
定
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
横
須
賀
芸
術
劇
場
チ
ケ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
（
京
急
・
横
須
賀
中
央
駅
モ
ア
ー

ズ
シ
テ
ィ
ー
１
階
）
で
直
接
購
入
、
又
は
実
行

委
員
会
に　
　

－

　

－

４
５
６
３
で
申
込
み

FAX
０４５

７０１

◇
問
合
せ
＝
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

�　

－

　

－

４
５
６
３
（
有
村
）

０４５

７０１

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
田
中
良
平
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志
▽
小
沢
洋

子
・
水
野
恵
子
▽
浅
野
久
男
【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
神
奈
川

県
設
計
協
同
組
合
連
合
会
【
子
ど
も
福
祉
基
金
】
▽
ジ
ャ
パ
ン
・

カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｆ
事
務
局

▽
港
栄
舘
▽
㈱
ホ
テ
ル
観
山
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
�
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
倉
見

店
▽
横
浜
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
▽
日
本
信
販
�
横
浜
支
店
▽
沼

倉
清
治
▽
佐
藤
和
枝　
　
　
　
　
　
　
（
計
六
二
一
、
三
九
一
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
神
奈
川
県
石
油

業
協
同
組
合
▽
神
奈
川
県
機
器
健
康
保
険
組
合
▽
ｅ－

Ｎ
ａ
ｋ
ａ

ｍ
ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

�「新潟県中越地震災害義援金」の募集�
　１０月２３日に新潟県で発生した大地震により罹災した方々を
支援するため、皆様の温かいお心をお寄せください。

�郵便振替口座（１２月３０日�まで受付）
　【口座番号】００６３０－５－１４４７７
　【口座名義】社会福祉法人新潟県共同募金会
　　※送金手数料免除（通信欄に「新潟県中越地震」と明記）

�銀行口座（１２月３０日�まで受付）
　【口座番号】第四銀行　白山支店　普通預金　１５７９３８３
　【口座名義】社会福祉法人新潟県共同募金会
　　※第四銀行本支店間での振込みのみ送金手数料免除

�現金書留（１１月２４日�まで受付）
　【あ て 先】社会福祉法人新潟県共同募金会
　【住　　所】〒９５０－０９９４　新潟市上所２丁目２－２
　　　　　　　　　　　　　　　　新潟ユニゾンプラザ３階
　　※郵送料免除（あて先欄に「救助用」と明記）

　＜問合せ＞（福）神奈川県共同募金会
　　　　　　�045－312－6339・FAX045－313－2529
　　※県社会福祉会館（横浜市神奈川区沢渡４－２）に募金箱が設置されています
　　※本会ホームページ（http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/）で関

連情報を随時更新中です
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前
回
ま
で
は
、
高
齢
者
の
「
虐
待
」
や
「
高
齢
期
の
住
ま
い
方
」
か
ら
、
介
護
者
な

ど
を
支
え
る
視
点
や
尊
厳
を
重
視
し
た
生
活
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
は
、
支
援
費
制
度
の
施
行
な
ど
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
自
身
の
自
己

責
任
や
決
定
を
支
え
る
し
く
み
づ
く
り
が
急
務
と
な
る
中
で
、
障
害
の
あ
る
方
々
を
取

り
巻
く
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
第
一
回
の
今
回
は
、「
知
的
障
害
者
の
在
宅
生
活

支
援
」
を
行
う
、「
つ
る
み
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
の
自
立

生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
斉
藤
達
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

多
様
な
生
き
方
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か　
①

つ
な
が
り
を
も
と
め
て

つ
な
が
り
を
も
と
め
て　
�8
 

在
宅
で
生
活
す
る
知
的
障
害
者
の
数

　

平
成
十
二
年
度
に
、
厚
生
労
働
省
が

行
っ
た
知
的
障
害
児
（
者
）
に
関
す
る

調
査
に
よ
る
と
、
全
国
四
十
五
万
五
千

五
百
人
の
知
的
障
害
児
（
者
）
の
う
ち
、

在
宅
生
活
者
は
三
十
二
万
九
千
二
百
人
。

施
設
入
所
者
の
十
二
万
六
千
三
百
人
を

大
き
く
上
回
り
、
全
体
の
七
二
％
を
占

め
、
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

施
設
や
学
校
以
外
で
、
地
域
活
動
に

参
加
し
て
い
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し

て
は
、
全
体
の
六
七
％
を
超
え
る
方
が

「
ほ
と
ん
ど
参
加
し
な
い
」、「
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
」
と
回
答
。
様
々
な
社

会
資
源
の
情
報
を
在
宅
生
活
者
に
い
か

に
効
率
よ
く
提
供
し
、
有
効
活
用
し
て

も
ら
う
か
が
課
題
と
い
え
ま
す
。

困
っ
て
い
る
人
の
掘
り
起
こ
し
か
ら

　

セ
ン
タ
ー
で
行
う
「
知
的
障
害
者
自

立
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
派
遣
事
業
」（
以

下
、
事
業
）
は
、
地
域
活
動
ホ
ー
ム
な

ど
を
運
営
す
る
施
設
の
職
員
が
「
自
立

生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
と
し
て
、
地
域

で
生
活
し
て
い
る
知
的
に
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
生
活
相
談
や
助
言
、
対

人
支
援
な
ど
を
行
う
事
業
で
す
。

　
「
平
成
十
三
年
に
、
市
の
委
託
事
業

と
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
主

に
、
衣
食
住
や
健
康
管
理
、
消
費
生
活
、

余
暇
活
動
な
ど
に
関
す
る
支
援
を
行
う

ほ
か
、
家
族
や
近
隣
の
方
々
な
ど
と
の

人
間
関
係
の
調
整
や
職
場
・
通
所
施
設

等
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
二

十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
の
二
十
七
名
。

多
く
は
地
域
で
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る

あ
る
い
は
、
障
害
等
の
あ
る
方
々
だ
け

の
世
帯
で
生
活
さ
れ
て
い
る
人
で
す
」

と
斉
藤
さ
ん
。

　

開
始
当
初
の
悩
み
は
、
対
象
者
を
、

ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
だ
っ
た
と
か
。

　
「
セ
ン
タ
ー
の
母
体
で
あ
る　

大
樹

（福）

で
は
、
地
域
活
動
ホ
ー
ム
を
運
営
し
な

が
ら
施
設
利
用
者
の
支
援
を
行
っ
て
き

そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
支
援

ま
し
た
。
し
か
し
、
在
宅
生
活
者
の

方
々
が
地
域
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の

か
、
ま
た
、
ど
ん
な
支
援
を
求
め
て
い

る
の
か
な
ど
、
情
報
全
て
を
把
握
し
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同

時
に
、
多
く
の
方
は
自
分
で
情
報
を
得

る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
す
す
ん
で
支

援
を
求
め
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
考
え

難
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
多
く
の
問
題

に
対
応
し
て
き
た
区
の
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
に
協
力
を
要
請
し
、
担
当
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

対
象
者
を
絞
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
」

と
、
当
時
の
ご
苦
労
を
話
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
の
希
望
に
応
じ
て
、
支
援
を

行
う
こ
と
が
原
則
の
本
事
業
で
す
が
、

自
分
の
生
活
課
題
を
認
識
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
々
も
少
な
く
な
い
た
め
、
直

接
希
望
が
上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
難
し

い
の
だ
と
斉
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「『
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
』
と
伺
っ
て
も
、
皆
『
特
に
あ
り

ま
せ
ん
』
と
答
え
ら
れ
ま
す
。
で
も
何

度
も
家
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
、
ひ
ど

く
不
衛
生
な
環
境
で
生
活
し
て
い
た

り
、
偏
っ
た
食
生
活
を
し
て
い
た
り
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
ず
孤
立
し

て
い
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
見
え
て

き
ま
す
。
当
初
は
そ
の
良
し
悪
し
を
、

自
分
の
価
値
観
や
概
念
だ
け
で
判
断
し

て
援
助
し
た
結
果
、
対
象
者
の
心
を
傷

つ
け
て
し
ま
い
、
関
係
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
時
、
ど
ん
な
状
況
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
人
の
生
活
は
、
自
分
だ

け
の
大
切
な
世
界
な
の
だ
と
い
う
こ

と
。
そ
の
世
界
観
を
壊
す
こ
と
な
く
、

い
か
に
生
活
の
幅
を
広
げ
て
あ
げ
ら
れ

る
か
が
、
こ
の
活
動
で
一
番
大
切
な
こ

と
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
の
で
す
」

本
当
の
社
会
的
自
立
を
求
め
て

　

そ
れ
ぞ
れ
が
築
い
て
き
た
生
活
を
、

尊
重
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と

話
す
斉
藤
さ
ん
の
言
葉
の
裏
に
は
、
意

思
が
適
切
に
表
現
で
き
な
い
た
め
に
、

人
格
を
損
な
わ
れ
が
ち
な
方
々
の
姿
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在宅生活者の１人での外出状況（％）�

５．６�

３０．２�

１６．０�

８．６�

５５．７�

２９．０�

３３．３�

８．６�

５５．７�

２９．０�

３３．３�

２１．８�

よく出かける　　　　　時々出かける�
ほとんど出かけない　　不詳�

（１８歳未満）� （１８歳以上）�

厚生労働省「平成１２年度知的障害児（者）基礎調査」より一部抜粋
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　７カ月。私がデイセンター永耕の一員とな
って、あっという間に月日が流れました。そ
れまでは、大学で４年間福祉を学びロールプ
レイ等の演習を重ねてきました。が、実際の
現場に立って私が感じたのは、新鮮さであ
り、活気であり、何よりも大きな戸惑いと不
安でした。
　当初は「どう動いたらいいのか」と、右往
左往する毎日。電話に出ることすら緊張しま
した。「利用者とその家族とどう関りを持つ
のか？」、「記録はどう書くのか？」と戸惑う
ことが多くありました。そんな中、先輩職員
の動きを観察したり、実際に指導をしていた
だきながら日々努めてきました。
　６月以降、県社協主催の新任施設等職員研
修にも参加しました。現場を離れての研修を
行うことで、それまでの自分を省みることが
できました。とりわけ記録の書き方の演習
は、自らの記録の癖を知る良い機会となりま
した。研修内容自体もとても充実しており、
楽しい時間でした。特にグループワーク演習
では、支援のあり方を知ると同時に、メンバ
ー一人ひとりの多様な視点を持って、演習に
臨むことができました。
　また研修には、老人施設の方や同じ知的障
害者施設でも授産施設の方、入所施設の方、
経験年数の多い方と、あらゆる方々が参加し
ていました。休憩時間に他施設の方とお話し
をする貴重な時間も、この研修で得られるこ
とができました。新任で戸惑いを感じている
方に共感し、施設で新しいことに挑戦してい
る方の情熱を感じることで、私自身も大きな
励みとなりました。同じ福祉に従事する方と
の横のつながりの必要性を強く実感しました。
　そして現在、少しずつではありますが、視
野を広げ支援にあたっています。これから
も、常に目標をもって臨みたいと思っていま
す。加えて、他施設の方との交流を大切に
し、共に高めあっていけるような関係を築い
ていけたらと思っています。

「横のつながりを大切に」

　知的障害者通所更生施設デイセンター永耕
　引沼有香子

　
「
自
信
を
失
っ
て
い
て
、
人
と
関
わ

る
こ
と
を
避
け
て
し
ま
う
方
も
多
い
た

め
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
か
け
て
信
頼

関
係
を
作
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
関
係
が
良
く
な
っ
て
く
る
と
、
生

活
の
様
子
や
言
葉
の
端
々
の
中
か
ら
、

そ
の
人
の
生
活
が
も
っ
と
良
く
な
る
可

能
性
を
秘
め
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
自
然
に

見
え
て
く
る
。
そ
こ
に
焦
点
を
あ
て

て
、
対
象
者
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
少

し
ず
つ
前
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
来

の
課
題
が
解
決
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ま
す
。
反
面
、
親
密
な
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
が
依
存
度
を
高
め
て
し
ま
い
、
結

果
、
そ
の
人
の
『
自
立
』
が
遠
の
い
て

し
ま
う
と
い
う
問
題
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
支
援
の
到
達
点
を
ど
こ
に
据
え
、

そ
の
結
果
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
個
々
の
新
し
い
課
題

を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
次
の
社
会
資
源

へ
つ
な
い
で
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で

す
」
と
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
に

　

知
的
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
在
宅
生

活
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
視
点
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

①
家
族
や
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
人
や

地
域
と
の
接
点
を
広
げ
る
橋
渡
し
役
と

な
る
人
づ
く
り

②
生
活
の
中
の
様
々
な
問
題
を
抽
出

し
、
多
様
な
支
援
に
結
び
つ
け
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
機
能
を
も
っ
た
中
核
機
関
の

必
要
性

③
気
軽
に
集
え
、
就
労
や
余
暇
活
動
な

ど
の
情
報
が
得
ら
れ
る
場
の
確
保

知的障害者の生活相談等を行う施設（本会把握分）
�名　　　　　　　称

０４５－５１１－２１１５つるみ地域生活支援センター１
０４５－６２８－３５７２中区本牧活動ホーム生活支援センター２
０４５－８４７－０２３０港南中央地域活動ホームそよかぜの家３
０４５－３３６－０９２８偕恵第１いわまワークス４
０４５－３７３－９６６７てらん広場５
０４５－９５３－３３０７白根青年寮６
０４５－７５１－８７０７集（つどい）７
０４５－５３１－４４００しんよこはま地域活動ホーム８
０４５－５９１－２７２８東やまた工房９
０４５－８１１－２４４２であい１０
０４５－８９７－２０２０SELP・杜１１
０４５－９５５－１３４１地域生活支援センター・しらね１２
０４４－２３３－９９４９ふじみ園知的障害者生活支援センター１３
０４４－４３１－６６４１川崎市中部地域知的障害者生活支援センター１４
０４４－５８８－８８９８知的障害者生活支援センターつくし１５
０４４－８１１－２５２０川崎市北部地域知的障害者生活支援センター１６
０４４－８７０－５２３６知的障害生活支援センターらいむらいと１７
０４４－８８８－６６９２くさぶえ障害支援センター１８
０４４－９５５－７８５１川崎授産学園生活支援センター１９
０４４－９８７－１５１１柿生学園知的障害者生活支援センター２０
０４４－９８８－８１３１川崎市西部地域知的障害者生活支援センターしらかし園内２１
０４６３－３２－５３２５ひらつか生活・就労支援センター２２
０４６６－２８－１４８８サービスセンターぱる相談室２３
０４６－２４７－７５０３（Ｎ）神奈川県障害者自立生活支援センター（担当：高橋）２４
０４６－２９７－３９０８（Ｎ）あつぎ障害者自立生活援センター２５

※１～１１は知的障害者自立生活アシスタント派遣事業実施施設
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超
高
齢
化
地
区
で
の
見
守
り
活
動
の
実
践

千
丸
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
）

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：BCH１２０１１@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

Ａ保育園（川崎市）

　

千
丸
台
地
区
は
、
横
浜
市
保
土
ケ
谷

区
新
井
町
に
あ
る
県
営
千
丸
台
団
地
一

帯
を
中
心
と
し
た
閑
静
な
住
宅
地
で
、

緑
と
坂
の
多
い
地
域
で
す
。
人
口
は
約

二
千
六
百
人
。
団
地
の
入
居
制
限
も
あ

り
、
高
齢
化
率
は
約
六
割
と
非
常
に
高

く
、
救
急
車
の
出
動
も
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
伴
う
課
題
は
多
く
、
解
決

の
た
め
の
取
り
組
み
は
行
政
頼
み
で
な

く
、
地
域
が
率
先
し
て
や
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幾
重
も
の
見
守
り
活
動

　

取
り
組
み
の
中
心
に
あ
る
見
守
り
活

動
は
、
月
一
回
の
「
市
区
あ
ん
し
ん
訪

問
事
業
」
の
ほ
か
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
や

ミ
ニ
懇
談
会
周
知
の
際
に
も
、
お
年
寄

り
な
ど
の
安
否
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
交
流
も
兼
ね
た
見
守
り

の
一
つ
「
花
一
輪
訪
問
活
動
」
は
、
児

童
福
祉
部
会
で
育
て
た
花
を
高
齢
福
祉

部
会
が
お
年
寄
り
宅
な
ど
へ
届
け
、
同

時
に
安
否
確
認
も
行
う
と
い
う
も
の
で

す
。
お
年
寄
り
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え

る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
る
、
特
色

あ
る
見
守
り
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
千
丸
台
地
区
に
は

幾
重
も
の
見
守
り
活
動
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
「
不
慮
の
事
故
を
防
ぎ
た

い
」
な
ど
の
強
い
意
志
が
地
区
全
体
に

あ
る
た
め
で
す
。

支
援
活
動
の
広
が
り

　

地
域
住
民
へ
の
支
援
活
動
「
ふ
れ
あ

い
移
送
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
車
で
の
外
出
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
利
用
券
は
、
希
望
者

の
自
宅
に
あ
え
て
訪
問
し
手
渡
し
す
る

こ
と
で
、
こ
こ
で
も
さ
り
げ
な
い
見
守

り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
買
い

物
や
掃
除
な
ど
軽
度
の
支
援
を
行
う

「
在
宅
支
援
補
助
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、

お
年
寄
り
以
外
に
、
障
害
児
を
抱
え
る

母
親
や
心
の
病
を
抱
え
る
若
年
へ
の
支

援
も
見
逃
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

き
め
細
か
な
情
報
交
換

　

地
域
の
情
報
交
換
に
は
、
市
推
進
事

業
で
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
が
す
す
め
る

「
地
域
支
え
あ
い
連
絡
会
」
と
、
地
区

社
協
独
自
の
「
地
域
情
報
連
絡
会
」
が

あ
り
ま
す
。
両
者
と
も
地
域
の
課
題
等

を
情
報
交
換
し
、
支
援
を
考
え
る
機
会

で
す
が
、
後
者
で
は
民
生
委
員
や
行
政

関
係
者
、
ま
た
臨
機
応
変
に
メ
ン
バ
ー

を
加
え
、
よ
り
身
近
な
レ
ベ
ル
で
の
地

域
の
情
報
交
換
と
支
援
策
の
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
情
報
交
換
に

よ
り
、
様
々
な
立
場
か
ら
地
域
を
「
診

る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
見
守
り
に
は
、
対
象
者
の
負
担
に

な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
が
必
要
で
、
低
予
算

の
な
か
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
続
け
た

い
」
と
い
う
南
出
俊
男
・
地
区
社
協
会

長
の
思
い
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
超
高

齢
化
地
区
で
の
様
々
な
活
動
を
実
践
し

て
い
き
ま
す
。

（
地
域
活
動
支
援
課
）

※
本
年
度
の
県
社
会
福
祉
大
会
で
、
優

良
地
区
社
協
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ふれあいサロンでは地域の高齢者の方々が様々な活動を
通じ交流を深めています
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